
主な重点的医療 ベッド数

大塚病院
周産期、小児特殊医療、障害者
医療、災害

５０８床

墨東病院
救命救急、周産期、精神科救急、
感染症、災害

７６５床

駒込病院
がん、幹細胞移植、エイズ・感
染症、災害

８１５床

広尾病院
救命救急、災害、島しょ、心臓、
脳疾患、災害基幹

４２６床

松沢病院 精神科（身体合併症、救急、特殊） ８９８床

多摩総合医療センター
救命救急、周産期、難病、結核、
がん、移行期医療、災害

７８９床

小児総合医療センター
救命救急、周産期、がん、精神、
難病、アレルギー、結核、災害

５６１床

神経病院 難病（神経、筋疾患） ３０４床

「地方独立行政法人」とは
　2003 年に国が成立した「地方独立行政法人法」
に基づき、地方公共団体が直接に実施する必要のな
い事業のうち、民間では実施されないおそれがある
ものを、効率的に行わせることを目的として、地方
公共団体が設立する法人。対象事業は、試験研究、
大学、水道、バス、病院、保育所や介護施設などの
社会福祉など広範囲。

　現実には、自治体が行うべき仕事を切り捨てる「自
治体リストラの手段」に使われ、地方自治体の役割
を投げ出すものに他ならないと言えます。
①公的責任があいまいとなり、採算優先で住民サー
ビスが後退する可能性あり
②議会の関与チェックが弱まり後退する可能性あり
③情報公開や住民監査などが保障されず、不透明な
運営による利権や汚職の温床となる可能性あり
④職員の身分が公務員でなくなることによる賃金・
労働条件が後退する可能性あり

都立８病院の主な公的医療とベッド数

すでに独法化された病院では
＜国立病院機構＞
　不採算医療が削られ、結核病床は全体
の７割におよぶ３千床を減少し、精神病
床は２千床も減少。
＜大阪府立病院機構＞
　紹介状のない患者の初診料、セカンド
オピニオン料などが値上げ。１日の有料
個室料 7500 円が最高 59000 円に。
＜宮城県立循環器呼吸器センター＞
　医師不足などの理由で昨年３月閉院
＜健康長寿医療センター＞（板橋区）

　都からの補助金が半減し病床は 161 床
削減され、そのうち 25％が有料の差額
ベッドとなり一日最高 26000 円に。ま
た都立病院ではあり得ないが、入院時に
は１０万円の保証金が徴収される。

【パブコメの提出方法】
送り先：東京都病院経営本部経営企画部
　　　　　総務課  計画調整担当　宛
件名：「新たな病院運営改革ビジョン（素案）への意見」
記載事項：住所（区市町村まで。番地は不要です）
               性別、年齢、職業および御意見
特筆：氏名は不要…個人情報であるからとのこと

提出期限：２月７日（金）まで

①郵送　　〒 163-8001 新宿区西新宿 2-8-1
② FAX　　03-5388-1435
③電子メール
　metro-hospital004@section.metro.tokyo.jp
　　　　　　　　（004 は数字です）

＊素案は病院経営本部ホームページで閲覧できます


